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＜連絡事項＞

・6/17（土）14：00～15：00に、高齢者メンタルケア病棟4階千葉記念講堂にて「ＮＰＯ法人Ｉｃａｎでの取り組み～地域で障害者を支えること～」と題し、安西里美氏を講師に招き法人研修を行います。勤務以外のスタッフは参加するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　洋士様～本日、耳鼻科受診のため外出しています。今後の耳鼻科受診について御家族より引き続き耳鼻科で診察を受けていきたいと希望聞かれています。耳鼻科の先生からも鼻の状態を確認しながら治療をしていきたいと言われたとの事です。

また、今後について御家族より次回の外泊時に住居を探してみようと思っている旨を話されています。退院後に利用できる支援等について説明を求められ、デイケア、訪問看護、支援センター等の利用が可能な事を説明しています。デイケアについてはデイケアの下館GOMより説明して頂いています。今後は退院について具体的に話し合って行く必要があると思われます。

・菅井　浩子様～6/17（土）10：00～6/18（日）15：00まで眼科受診も含め外泊されます。眼科にて眼鏡の度を合わせてくる予定ですが、眼科にて点眼薬の処方があった場合は当院処方を希望していますので、外出より帰院後確認をするようにして下さい。

・早狩　千賀子様～6/24（土）11：00～6/27（火）16：00まで外泊訓練を行います。前回と同様に長期の外泊訓練となりますが、今回は自宅にて一人で過ごす時間があっても構わない事を主治医より説明して頂いています。外泊時、無理をしてしまう傾向がある為、無理はしないよう促していきましょう。

・本多　富美様～本日、御家族付き添いにて外出されています。帰院後は飲酒された様子なく酒臭はありませんが「疲れた」と話され自室にて休まれ、作業を途中退席しています。引き続き、倦怠感の有無の確認と観察をして行きましょう。

＜Ｄｒ安ヶ平担当患者様ケースカンファレンス＞

・市川　真紀子様～問診時、喉の違和感、「話していると痰が出る」と訴え聞かれ、オラドール　4Ｔ　4×1/3Ｔが処方となっています。痰の有無の確認、観察をして行きましょう。痰絡みについては喫煙の影響も考えられる為、喫煙回数等の確認を行い、多すぎる場合は喫煙回数を減らすよう促していきましょう。また、服薬調整のため次回定期薬が変更予定となっていますので、幻聴・幻視・妄想等の有無の確認、観察をして行きましょう。

また、本人が自宅へ電話をした際に繋がらず、「引越ししたって言ってた」と話されていた為、次回面会時に御家族へ電話番号・住所等を確認するようにしましょう。

・長谷川　陽一様～6/8（木）に自ら精神保健福祉センターへ退院請求をしており、調査日についてはセンターより追って連絡があるとの事です。また、問診時に退院後はどのように生活していくのかを問われると「伯父の所へは行かずに、アパート等を借りて単身生活をしたい」と話されています。

・種市　久子様～6/13（火）に朝昼夕食を拒食され、自床にて臥床傾向見られています。問診時も「退院したい」など話される事ありますが、退院については現在の状態では退院は出来ない事を説明しています。拒食について問うと「この前の面会の時に家族にガミガミ言われた」「県外で働いた時に貯めた100万円を家族に勝手に使われた」という理由から拒食していると話される事あります。本人は自分の気持ちを相手に上手に伝えられず、言われた事を大げさに捉えてしまう事あり対処能力の低さ伺えますので、本人が話をしたい時、余暇時などこまめに声掛けし話を傾聴して行きましょう。その際、適宜説明をして行きましょう。また、三戸地方福祉事務所と児童相談所の職員へ何度も面会希望の電話を掛けている事があり、三戸地方福祉事務所と児童相談所の職員より「何度も電話されてもすぐに行ける訳ではないです。近々、面会へは行きます。」との連絡が下平ＳＷに入ったとの情報があります。本人が三戸地方福祉事務所と児童相談所の職員へ電話を掛ける際は面会に来ることは決まっている事、面会に来る日時が分かった際はきちんと連絡が来る事を説明して行きましょう。

拒食された際は、拒食について何故食べたくないのか？等の理由を聞き、本人の訴えを傾聴し、レストランで召し上がって頂けるように声掛けし促して行きましょう。また、スタッフの関わり方も統一するようにしましょう。

＜ミニ勉強会＞　　　　　　　　　

《ＳＳＴとは？》
「生活技能」とは何でしょう？

　生活技能とは、自分の希望やニーズをうまく実現する目的で、ほかの人と意思疎通するときに、自分が行う個々の行動のことです。気楽な会話をしたり、友だちをつくったり、気持ちを表現したり、相手から何かを手に入れたりするような場面では、どれも生活技能の実行が必要になります。

生活技能は、たとえばどんなものですか？

　良い生活技能には、人とのやりとりのなかで話す内容と話す方法との両面があります。相手とコミュニケーションする際に、伝えたいことの言語的な内容、すなわち、その人の選んだ言葉は重要です。これに劣らず、それを伝達するやり方も重要でしょう。たとえば、表情、仕草、視線の合わせ方などが適切で、はっきりとした良い口調は、どれも言いたいことの伝達に役立ちます。生活技能訓練（ＳＳＴ）は、人付き合いに際して話す内容と話し方の両方を改善することが目標です。

生活技能は、なぜ大切なのですか？

　精神障害をもつ人々はたいてい、治療担当者や家族、精神障害をもつほかの人などの、他人との人間関係の問題に直面しています。そのため、地域生活への適応の困難や生活の質の低下が起こりやすいのです。精神障害をもつ人の場合、社会的な能力の低さは生活技能の欠損と関係が深いことが多いのです。たとえば、会話を開始するのが困難だったり、低い単調な話し方をしたり、視線を合わせられない場合があります。生活技能の改善を援助すれば、地域社会でのその人の生活能力を高められます。

生活技能の良否の原因は何でしょうか?

　精神障害をもつ人々の技能の欠損の原因には、多くのことが考えられます。自分の生活技能を十分身につける前に発病した人もいるでしょう。また、良い役割モデルのいない環境で育った人もいるかもしれません。さらに、良い生活技能を学んでいたのに、その後発病して、ほかの人々から引きこもったため技能を失った人もいます。自分の行動に対してほとんど期待をかけてもらえない病院に長期に入院した人は、練習不足の状態であり、技能を学習し直し、いつ実行したらよいかを知るための援助が必要になります。これらの要因のどんな組み合わせも、生活技能の欠損の原因となる可能性があります。

社会生活能力面での問題はすべて、生活技能の欠損が原因でしょうか？

　いいえ、違います。社会生活能力の障害は、そのほかの問題からも生じる可能性があります。薬剤の副作用も社会生活能力の問題を引き起こします。さらに、障害をもつ人の生活する周囲の人々が、適切で自己主張的な対人行動を促したりほめたりする者でなければ、社会生活能力の障害が生じるでしょう。

《ＳＳＴグループの進め方》

解説：この進行形式は、どのＳＳＴグループでも使用できます。リーダーは、セッションは前に必ずこの１２ステップを読み返してください。

１、新しい参加者を紹介し、ＳＳＴグループのルールをおさらいする。

　　・新人がいるときは、全員に自己紹介してもらう。

　　・ＳＳＴの手順を手短に話したり、思い出してもらうよう、ヒントや質問を投げかける。

　　・「先輩」から、ＳＳＴグループの基本ルールを話してもらう。

２、前回の宿題を振り返る。

　　・1人ひとりに宿題として実行したことを言ってもらう。

　　・どんなに小さなことでも、全ての努力をほめる。

３、技能の意義を理解してもらう。

　　・その技術を学ぶ理由を参加者から引き出す。

　　・参加者からの意見で技術の意義に関係するものは、すべてほめて是認する。

　　・参加者からあがらなかった点があれば追加する。

４、技能のステップを話し合う。

　　・技能のステップごとに、必要な理由を話し合う。

　　・参加者がその理由を理解できたか確かめる。

５、ロールプレイを用いて技能をモデリングする。

　　・リーダーが「ロールプレイで技能を実演してみせます」と話す。

　　・リーダーとコ・リーダーとで、その技能をモデリングする。

　　・モデリングは、手短で的を射たものにする。

６、モデリングを参加者と振り返る。

　　・技能の各ステップがモデリングで使用されたかどうか話し合う。

　　・モデリングしたやり方がその場面で効果的かどうかについて、参加者から意見を出してもらう。

７、モデリングと同じ場面を用いて、参加者にロールプレイしてもらう。

　　・技能のある人か協力してくれそうな人から始める。

　　・その参加者に「リーダーの1人とロールプレイでその技能を試しにやってみて欲しい」と頼む。

　　・その参加者に質問して、そのロールプレイの目的を理解しているかどうか確かめる。

　　・残りの参加者には、その参加者のことをよく見ているように話す。その技能の特定のステップまたはステップ中のある特定の部分を各参加者に割り当て、観察のポイントにしてもらってもよい。

　

８、正のフィードバックをする。

　　・はじめは、観察のポイントとなる特定のステップが割り当てられた人から、正のフィードバックを引き出す。

　　・具体的なフィードバックをするように励ます。

　　・負のフィードバックや批判はすべてさえぎる。

　　・すべての努力をほめる。

９、修正のフィードバックをする。

　　・その技能をよりうまくやる方法の提案を引き出す。

　　・修正の提案は１つか２つに限る。

　　・提案は、建設的で気楽な言い方で伝えるように努力する。

１０、同じ場面を用いて、もう一度ロールプレイしてもらう。

　　・「次にロールプレイでは、１つの行動だけ変えて欲しい」と本人に頼む。

　　・本人が提案したかどうか確かめる。

　　・変化させる行動は、明確で本人が修正可能なことにする。

１１、さらに正のフィードバックをする。
　　・変化のポイントの行動にまずは焦点をあてる。

　　・本人の行動改善のために、耳打ち促しや身振り促しや補足モデリングなどの、行動形成技術の追加も考える。

　　・正のフィードバックは多いほうがよいが、具体的なものにする。

　

７から１１までを各参加者に繰り返し行い、全員が技能を練習できる機会を設けること。

１２、宿題の設定

　　・技能を練習する宿題を設定する。

　　・参加者に、「今日練習した技能を使えそうな場面を考えて、見つけて欲しい」と話す。

　　・できれば、宿題を各参加者の技能のレベルに合わせて手を加える。






















